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 中学校学習指導要領の前々回の改訂が 1998 年（以降、旧学習指導要領と記す）、前回の改訂が 2008






290 時間から 385 時間（中学校 3 年間）に増やされた。また、旧学習指導要領で削減された「イオ
ン」「進化」「力の合成・分解」「金星の満ち欠け」などの多くの内容が復活した。以下の表 1 に近年
の中学校学習指導要領の理科授業時数及び特徴をまとめたものを示す。 
表 1 中学校学習指導要領と理科の授業時数の変遷 
 授業時数 備考 1 年 2 年 3 年 
旧 中学校学習指導要領 
1998 年告示、2002 年実施 105 105 80 
・1989 年度生まれが中学入学時から実施 
・授業時間数、学習内容が戦後最も少ない（ゆとりある教育活動） 
・完全週 5 日制の導入 
・「総合的な学習の時間」の新設 
現行 中学校学習指導要領 
2008 年告示、2012 年実施 105 140 140 
・1999 年度生まれが中学入学時から実施（理科は 2009 年から先行実施） 
・授業時間数、学習内容の増加 
次期 中学校学習指導要領 














①「粒子」領域では「プラスチックの性質」が 1 年から 3 年に移動したため 1 年次の学習内容が減
少する。 
②「エネルギー」領域では「力のつり合い」が 3 年から 1 年へ、「圧力（水圧、浮力）」が 1 年から
3 年に移動した。「圧力」は「力のつり合い」よりも多くの授業時数を必要とするため、全体では
1 年次の学習内容が減少する。 
③「生命」領域では「植物の体のつくりと働き」が 1 年から 2 年へ、「動物の分類 1)」が 2 年から 1
年に移動した結果、現行では 1 年次「植物の体のつくりと働き・分類」、2 年次「動物の体のつく




改訂後は 2 年次の細胞の観察の授業時に学習するため、ここでも 1 年次の学習内容が減少する。
したがって「生命」領域も 1 年次の学習内容が少し減少する。 
④「地球」領域では 1 年次に「津波発生の仕組み」が追加された。また、これまで地震・津波・火




ころ、1 年次の理科の学習内容は「地球」領域で若干増加するものの他の 3 領域で減少するため、1
年次は分量が減少している。これは、学習内容の系統性等を考慮して学習内容の移動・整理がすす







































①「浮力」が 1 年から 3 年に移動し「水圧と浮力の定性的な関係」が追加。 
②「力のつり合い」が 2 年から 1 年に移動 
 現行では、ゴム膜を張った円筒を水中に沈めるとゴム膜が水圧でへこむ実験から「水圧」と深さ
の関係について、また、バネにつるした物体を水中に沈めるとバネが縮む実験から「浮力」の存在
について、それぞれ 1 年次に学習している。しかし「力のつり合い」の学習が 2 年次であるため「水
圧」と「浮力」を個別に学習し、その関係性は扱わないことになっている 2)。 




























①1 年「植物の体のつくりと働き・分類」2 年「動物の体のつくりと働き・分類」から 1 年「生物の
観察と分類」2 年「生物の体のつくりと働き」に変更 
 1988 年の改訂から現行の学習指導要領まで 1 年次「植物」2 年次「動物」の順で学習していたが、




















②顕微鏡の使い方が 1 年から 2 年へ移動 






の使い方等、やるべきことが多いことから、顕微鏡の使い方の学習の 2 年への移動は実態に合う。 
③「進化」における「遺伝子の変化による形質の変化」の追加 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                      
次
期
 学
習
指
導
要
領
 
（
201
7年
改
訂
202
1年
実
施
予
定
）
 
1 年 
（ 1
）植
物
の
生
活
と
種
類
 
ア
 生
物
の
観
察
 
（ｱ
）様
々
な
生
物
の
観
察
 
イ
 植
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
 
（ｱ
）花
の
つ
く
りと
働
き
 
（ｲ
）葉
・茎
・根
の
つ
く
りと
働
き
 
ウ
 植
物
の
仲
間
 
（ｱ
）種
子
植
物
の
仲
間
 
（ 1
）植
物
の
生
活
と
種
類
 
ア
 生
物
の
観
察
 
（ｱ
）生
物
の
観
察
 
イ
 植
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
 
（ｱ
）花
の
つ
く
りと
働
き
 
（ｲ
）葉
・茎
・根
の
つ
く
りと
働
き
 
ウ
 植
物
の
仲
間
 
（ｱ
）種
子
植
物
の
仲
間
 
（ｲ
）種
子
を
つ
くら
な
い
植
物
の
仲
間
（コ
ケ
植
物
、
シ
ダ
植
物
） 
(1
) 
い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点
 
(ｱ
) 
生
物
の
観
察
と
分
類
の
仕
方
 
㋐
 生
物
の
観
察
（水
中
の
微
小
な
生
物
の
存
在
に
も
触
れ
る
こ
と
） 
（ル
ー
ペ
や
双
眼
実
体
顕
微
鏡
な
ど
を
用
い
て
、
外
見
か
ら
観
察
で
き
る
体
の
つ
く
りを
中
心
） 
㋑
 生
物
の
特
徴
と
分
類
の
仕
方
（単
子
葉
植
物
と
双
子
葉
植
物
に
分
類
で
き
る
こ
と
に
 
つ
い
て
は
、
葉
の
つ
くり
を
中
心
） 
(ｲ
) 
生
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
 
㋐
 植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
 
㋑
 動
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
 
2 年 
（3
）動
物
の
生
活
と
種
類
 
ア
 動
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
 
（ｱ
）身
近
な
動
物
の
観
察
 
（ｲ
）刺
激
と
反
応
 
（ｳ
）生
命
を
維
持
す
る
働
き
 
 イ
 動
物
の
仲
間
 
（ｱ
）動
物
の
仲
間
 
（ 3
）動
物
の
生
活
と
生
物
の
変
遷
 
ア
 生
物
と
細
胞
 
（ｱ
）生
物
と
細
胞
 
イ
 動
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
 
（ｱ
）生
命
を
維
持
す
る
働
き
 
（ｲ
）刺
激
と
反
応
 
ウ
 動
物
の
仲
間
 
（ｱ
）脊
椎
動
物
の
仲
間
 
（ｲ
）無
脊
椎
動
物
の
仲
間
（節
足
動
物
、
軟
体
動
物
） 
エ
 生
物
の
変
遷
と
進
化
 
（ｱ
）生
物
の
変
遷
と
進
化
（進
化
の
具
体
例
、
進
化
の
証
拠
） 
(3
) 
生
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
 
(ｱ
) 
生
物
と
細
胞
  
㋐
 生
物
と
細
胞
（単
細
胞
生
物
の
存
在
に
触
れ
る
） 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
（観
察
器
具
の
操
作
、
観
察
記
録
の
仕
方
な
ど
の
技
術
） 
(ｲ
) 
植
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
  
㋐
 葉
・茎
・根
の
つ
くり
と
働
き
（1
年
か
ら
） 
(ｳ
) 
動
物
の
体
の
つ
くり
と
働
き
  
㋐
 生
命
を
維
持
す
る
働
き
（血
液
の
循
環
に
つ
い
て
の
観
察
） 
 
㋑
 刺
激
と
反
応
 
3 年 
（5
）生
物
の
細
胞
と
生
殖
 
ア
 生
物
と
細
胞
 
（ｱ
）植
物
と
動
物
の
細
胞
の
特
徴
 
（ｲ
）細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長
 
イ
 生
物
の
殖
え
方
 
（ｱ
）有
性
生
殖
と
無
性
生
殖
の
特
徴
 
（5
）生
命
の
連
続
性
 
ア
 生
物
の
成
長
と
殖
え
方
 
（ｱ
）細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長
（染
色
体
の
複
製
） 
（ｲ
）生
物
の
殖
え
方
 
イ
 遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
 
（ｱ
）遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
（分
離
の
法
則
、
DN
A）
 
(5
) 
生
命
の
連
続
性
  
(ｱ
) 
生
物
の
成
長
と
殖
え
方
  
㋐
 細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長
 
㋑
 生
物
の
殖
え
方
 
(ｲ
) 
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
  
㋐
 遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
 
(ｳ
) 
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
  
㋐
 生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
（遺
伝
子
に
変
化
が
起
き
て
形
質
が
変
化
、
進
化
 
と
関
連
） 
点
線
  
 
 
 
は
学
年
間
で
移
動
し
た
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 点
線
 
 
 
 は
学
年
間
で
移
動
し
た
内
容
 
下
線
  
 
 
（
波
線
）
は
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 下
線
  
 
 
（
太
線
）
は
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  
取
消
線
  
 
 
は
削
除
さ
れ
た
内
容
 
 
－ 41 －
次期中学校学習指導要領の理科学習内容の検討　－近年の学習指導要領改訂に伴う中学校理科学習内容の変遷－
表
5 
中
学
校
理
科
第
2分
野
「
地
球
」
学
習
内
容
の
変
遷
 
 
旧
 学
習
指
導
要
領
 
（19
98
年
改
訂
200
2年
実
施
） 
 
現
行
 学
習
指
導
要
領
 
（20
08
年
改
訂
201
2年
実
施
） 
 
次
期
 学
習
指
導
要
領
 
（20
17
年
改
訂
202
1年
実
施
予
定
） 
1 年 
（2
）大
地
の
変
化
 
ア
 地
層
と
過
去
の
様
子
 
（ｱ
）地
層
の
重
な
り方
と
過
去
の
様
子
 
イ
 火
山
と
地
震
 
（ｱ
）火
山
活
動
と
火
成
岩
 
（ｲ
）地
震
の
伝
わ
り方
と
地
球
内
部
の
働
き
 
 
（2
）大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
 
ア
 火
山
と
地
震
 
（ｱ
）火
山
活
動
と
火
成
岩
 
（ｲ
）地
震
の
伝
わ
り方
と
地
球
内
部
の
働
き
 
イ
 地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
 
（ｱ
）地
層
の
重
な
りと
過
去
の
様
子
（断
層
、
褶
曲
） 
(2
) 
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
 
(ｱ
) 
身
近
な
地
形
や
地
層
、岩
石
の
観
察
  
㋐
 身
近
な
地
形
や
地
層
、
岩
石
の
観
察
（第
三
紀
及
び
第
四
紀
を
取
り上
げ
る
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（観
察
器
具
の
操
作
、
観
察
記
録
の
仕
方
な
ど
の
技
術
） 
(ｲ
) 
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
  
㋐
 地
層
の
重
な
りと
過
去
の
様
子
 
(ｳ
) 
火
山
と
地
震
  
㋐
 火
山
活
動
と
火
成
岩
  
㋑
 地
震
の
伝
わ
り方
と
地
球
内
部
の
働
き
(津
波
発
生
の
仕
組
み
） 
(ｴ
) 
自
然
の
恵
み
と
火
山
災
害
・地
震
災
害
  
㋐
 自
然
の
恵
み
と
火
山
災
害
・地
震
災
害
（災
害
←
3年
） 
（地
球
規
模
の
プ
レ
ー
トの
動
き
←
3年
） 
2 年 
（4
）天
気
と
そ
の
変
化
 
ア
 気
象
観
測
 
（ｱ
）気
象
観
測
 
イ
 天
気
の
変
化
 
（ｱ
）霧
・雲
の
発
生
 
（ｲ
）前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化
 
 
（4
）気
象
と
そ
の
変
化
 
ア
 気
象
観
測
 
（ｱ
）気
象
観
測
 
イ
 天
気
の
変
化
 
（ｱ
）霧
や
雲
の
発
生
 
（ｲ
）前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化
 
ウ
 日
本
の
気
象
 
（ｱ
）日
本
の
天
気
の
特
徴
（日
本
の
天
気
の
特
徴
と
気
団
と
の
関
係
） 
（ｲ
）大
気
の
動
き
と
海
洋
の
影
響
（地
球
を
取
り巻
く大
気
の
動
き
、
地
球
の
大
き
さ
や
大
気
の
厚
さ
） 
(4
) 
気
象
と
そ
の
変
化
  
( ｱ
) 
気
象
観
測
（気
象
の
観
察
、
観
測
→
気
象
の
観
察
、
実
験
） 
㋐
 気
象
要
素
（空
気
中
に
あ
る
物
体
に
は
あ
ら
ゆ
る
向
き
か
ら
圧
力
が
働
く）
 
㋑
 気
象
観
測
（気
象
観
測
を
継
続
的
に
行
う）
 
(ｲ
) 
天
気
の
変
化
  
㋐
 霧
や
雲
の
発
生
 
㋑
 前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化
 
(ｳ
) 
日
本
の
気
象
  
㋐
 日
本
の
天
気
の
特
徴
 
㋑
 大
気
の
動
き
と
海
洋
の
影
響
  
(ｴ
) 
自
然
の
恵
み
と
気
象
災
害
  
㋐
 自
然
の
恵
み
と
気
象
災
害
（災
害
←
3年
） 
3 年 
（6
）地
球
と
宇
宙
 
ア
 天
体
の
動
き
と
地
球
の
自
転
・公
転
 
（ｱ
）日
周
運
動
と
自
転
 
（ｲ
）年
周
運
動
と
公
転
 
イ
 太
陽
系
と
惑
星
 
（ｱ
）太
陽
系
と
惑
星
、
恒
星
 
（6
）地
球
と
宇
宙
 
ア
 天
体
の
動
き
と
地
球
の
自
転
・公
転
 
（ｱ
）日
周
運
動
と
自
転
 
（ｲ
）年
周
運
動
と
公
転
 
イ
 太
陽
系
と
恒
星
 
（ｱ
）太
陽
の
様
子
 
（ｲ
）月
の
運
動
と
見
え
方
（日
食
、
月
食
） 
（ｳ
）惑
星
と
恒
星
（惑
星
の
大
気
組
成
・表
面
温
度
、
衛
星
、
金
星
の
満
ち
欠
け
、
銀
河
系
） 
(6
) 
地
球
と
宇
宙
  
(ｱ
) 
天
体
の
動
き
と
地
球
の
自
転
・公
転
  
㋐
 日
周
運
動
と
自
転
 
㋑
 年
周
運
動
と
公
転
 
(ｲ
) 
太
陽
系
と
恒
星
 
㋐
 太
陽
の
様
子
 
㋑
 惑
星
と
恒
星
 
㋒
 月
や
金
星
の
運
動
と
見
え
方
 
（7
）自
然
と
人
間
 
ア
 自
然
と
環
境
 
（ｱ
）微
生
物
の
働
き
と
自
然
界
の
つ
り合
い
 
（ｲ
）自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全
 
イ
 自
然
と
人
間
（１
分
野
と
の
選
択
） 
（ｱ
）自
然
と
人
間
 
（ 7
）自
然
と
人
間
 
ア
 生
物
と
環
境
 
（ｱ
）自
然
界
の
つ
り合
い
 
（ｲ
）自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全
（地
球
温
暖
化
、
外
来
種
） 
イ
 自
然
の
恵
み
と
災
害
 
（ｱ
）自
然
の
恵
み
と
災
害
 
ウ
 自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
 
（ｱ
）自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
 
(7
) 
自
然
と
人
間
 
(ｱ
) 
生
物
と
環
境
  
㋐
 自
然
界
の
つ
り合
い
（分
解
者
の
働
き
） 
㋑
 自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全
（地
球
温
暖
化
→
気
候
変
動
、
外
来
種
→
外
来
生
物
） 
㋒
 地
域
の
自
然
災
害
（地
域
の
自
然
災
害
を
調
べ
た
り、
記
録
や
資
料
を
基
に
調
べ
た
 
りす
る
な
ど
の
活
動
を
行
う）
 
(ｲ
) 
自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
  
㋐
 自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
 
点
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 は
学
年
間
で
移
動
し
た
学
習
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
点
線
 
 
 
は
学
年
間
で
移
動
し
た
学
習
内
容
 
下
線
  
 
 
（
波
線
）
は
新
た
に
加
わ
っ
た
学
習
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
下
線
  
 
 
（
太
線
）
は
新
た
に
加
わ
っ
た
学
習
内
容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 取
消
線
  
 
 
は
削
除
さ
れ
た
内
容
 
気
圧
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
(1)
か
ら
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